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（文化財保護条例の参考案）

第

一

一

条
盆

定

注

岡

有

形

文

化

財

、

無

形

文

化

財

、

民

俗

賓

料

及

び

記

念

物

告

示

す

る

と

と

も

に

、

当

該

有

形

文

化

財

の

所

有

者

及

び

権

原

に

基

く

え

な

い

。

素

材

た

る

文

化

財

は

、

文

化

財

保

護

法

第

九

十

八

条

第

二

項

及

び

第

一

一

条

の

規

定

か

ら

明

ら

か

な

と

お

り

「

わ

が

国

に

と

な

お

、

「

わ

が

国

に

と

つ

て

」

と

い

う

の

は

、

「

日

本

の

文

化

」

と

い

う

よ

う

な

意

味

に

解

せ

ら

れ

る

。

こ

の

条

例

で

「

文

化

財

」

と

は

、

文

化

財

保

護

法

（

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

一

一

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

有

形

文

化

財

、

無

形

文

化

財

、

民

俗

資

料

及

び

記

念

物

を

い

う

。

注

①

各

都

道

府

県

の

華

情

に

よ

っ

て

は

、

文

化

財

の

範

囲

を

本

条

に

定

め

る

も

の

よ

り

狭

く

限

定

す

る

こ

と

も

差

し

支

に

つ

い

て

法

第

一

一

条

第

一

項

各

号

の

字

句

を

掲

げ

る

こ

と

は

、

も

と

よ

り

差

し

支

え

な

い

。

丘

財

産

権

等

の

尊

重

及

び

他

の

公

益

と

の

躙

盤

]

)

3
 
に

基

く

占

有

者

が

判

朋

し

な

い

場

合

を

除

く

。

義
）

2
 

つ

て

価

値

の

高

い

も

の

」

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

の

区

域

内

に

存

す

る

有

形

文

化

財

盆

法

第

二

十

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

重

要

文

化

財

に

指

定

さ

れ

た

も

の

を

除

く

。

以

下

同

じ

。

）

の

う

ち

都

道

府

県

に

と

つ

て

重

要

な

も

の

を

0
0都道府
県

指

定

有

形

文

化

財

G
以

下

「

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

」

と

い

う

。

）

に

指

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

．

前

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

す

る

に

は

、

教

育

委

員

会

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

指

定

し

よ

う

と

す

る

有

形

文

化

財

の

所

有

者

及

び

権

原

に

基

く

占

有

者

の

同

意

を

得

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

但

し

、

所

有

者

叉

は

権

原

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

す

る

に

は

、

教

育

委

員

会

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

別

に

定

め

る

文

化

財

専

門

委

員

の

意

見

を

聞

く

も

の

と

す

る

4
第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

は

、

そ

の

旨

を

都

道

府

県

G笠）
報

で

占

有

者

に

通

知

し

て

す

る

。

5
第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

都

道

府

県

公

も

報

の

告

示

が

あ

っ

た

日

か

ら

そ

の

効

力

を

生

ず

る

。

第

四

条

「

都

道

府

県

に

と

つ

て

」

と

い

う

の

は

、

当

該

文

化

財

の

重

要

性

を

判

断

す

る

場

合

の

立

場

を

い

う

の

で

あ

り

、

そ

の

盆

指

定
〗

注

と

を

目

的

と

す

る

“

)

他

の

公

益

と

の

調

整

に

留

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。第
，
二
章

ヽ

"’ 

る

華

項

を

も

所

掌

す

る

こ

と

に

鑑

み

別

建

と

し

た

。

一

括

し

て

規

定

す

る

場

合

に

は

条

例

の

題

名

を

「

0
0都道府
県

の

存

及

び

活

用

の

た

め

必

要

な

措

置

を

購

じ

、

も

つ

て

都

道

府

県

民

の

文

化

的

向

上

に

資

す

る

と

と

も

に

、

わ

が

国

文

化

の

進

歩

に

貢

献

す

る

こ

第

三

条

教

育

委

員

会

は

、

こ

の

条

例

の

執

行

に

当

つ

て

は

、

関

係

者

の

所

有

権

そ

の

他

の

財

産

権

を

尊

重

す

る

と

と

も

に

、

文

化

財

の

保

護

と

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

に

よ

る

指

定

文

化

財

の

み

な

ら

ず

国

の

指

定

文

化

財

に

関

す

都

道

府

県

文

化

財

保

護

条

例

に

一

括

し

て

規

定

す

る

こ

と

は

も

と

よ

り

可

能

で

あ

る

が

、

文

化

財

専

門

委

員

は

、

条

例

十

四

号

）

第

九

十

八

条

第

一

一

項

の

規

定

に

基

き

、

同

法

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

受

け

た

文

化

財

以

外

の

文

化

財

で

都

道

府

県

の

区

域

内

に

存

す

る

も

の

の

う

ち

都

道

府

県

に

と

つ

て

重

要

な

も

の

に

つ

い

て

、

そ

の

保

第

一

条

」

の

条

例

は

、

文

化

財

保

護

法

盆

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

的

]

)

注

文

化

財

保

護

法

第

百

四

条

の

三

の

規

定

に

よ

る

文

化

財

専

門

委

員

に

関

す

る

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

条

例

を

こ

の

則

必

要

が

あ

る

こ

と

は

も

と

よ

り

で

あ

る

。

一

章

総

か

「

目

的

」

の

条

項

に

つ

い

て

も

、

所

要

の

修

正

を

加

え

る

0
0都道府
県

文

化

財

保

護

条

例

0

目

第
文

化

財

の

保

護

に

関

す

る

条

例

」

の

ご

と

き

も

の

と

す

る

ほ

文

化

財

保

文

化

財

保

護

法

盆

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

十

四

号

）

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

受

け

た

文

化

財

以

外

の

文

化

財

の

保

護

に

つ

い

て

は

、

従

来

、

各

都

道

府

県

で

は

、

行

政

宰

務

条

例

ま

た

は

教

育

委

員

会

規

則

に

よ

っ

て

実

施

し

て

い

る

。と

こ

ろ

が

、

今

回

、

文

化

財

保

護

法

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

G
昭

和

二

十

九

年

法

律

第

百

一

―

-

+

―

号

）

が

本

年

七

月

一

日

か

ら

施

行

さ

れ

、

法

全

体

に

わ

た

つ

て

大

巾

の

改

正

が

行

わ

れ

る

と

と

も

に

、

改

正

法

第

九

十

八

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

地

方

公

共

団

体

が

文

化

財

の

保

護

の

た

め

の

措

置

を

講

ず

る

場

合

に

は

、

条

例

を

も

つ

て

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

さ

れ

た

。
そ

こ

で

、

今

回

の

数

正

に

応

じ

て

無

形

文

化

財

及

び

民

俗

資

料

の

保

護

に

関

す

る

制

度

を

織

り

込

ん

だ

ほ

か

従

来

の

各

都

道

府

県

の

文

化

財

保

護

条

例

を

比

較

検

討

し

、

自

治

庁

及

び

内

閣

法

制

局

担

当

参

華

官

と

も

協

議

公

担

当

文

化

財

保

護

委

員

会

庶

務

課

）

．

の

上

、

文

化

財

保

護

委

員

会

に

よ

っ

て

作

成

さ

れ

た

の

が

こ

の

参

考

案

で

あ

る

。

な

お

、

こ

の

参

考

案

は

、

昭

和

1

-

十

九

年

九

月

一

干

一

日

付

、

文

委

庶

第

二

十

五

号

を

も

つ

て

、

文

化

財

保

護

委

員

会

華

務

局

長

か

ら

各

都

道

府

県

の

教

育

長

及

び

総

務

部

長

あ

て

に

通

知

済

み

の

も

の

で

あ

る

。

護

条

例

の

参

考

案

(41) ・C 40) 
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2 
、

う

。

J

t,~ 

を

選

任

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

第

六

条

盆
m有者の
管

理

義

務

及

び

管

碑

責

任

者

〕

よ

り

差

し

支

え

な

い

。

限

の

限

定

を

条

例

に

規

定

す

る

こ

と

は

、

ま

ま

り

実

益

が

第

九

条

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

在

の

場

所

を

変

更

し

よ

う

と

第

八

条 2
都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

者

叉

は

管

理

責

任

者

は

、

そ

の

条

例

に

お

い

て

は

認

め

ら

れ

ず

、

過

料

の

制

裁

の

な

い

期

ば

な

ら

な

い

C

注
似

法

に

お

い

て

は

、

指

定

書

の

返

付

期

限

を

限

定

し

て

い

る

が

、

法

に

鯨

め

ら

れ

る

こ

れ

に

対

す

る

過

料

の

制

裁

が

な

い

の

で

「

す

み

や

か

に

」

と

し

た

の

で

あ

る

が

、

李

務

の

便

宜

上

施

行

規

則

に

期

間

を

限

定

す

る

こ

と

は

、

も

と

以

下

同

様

と

す

る

。

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

者

は

、

こ

の

条

例

並

ひ

に

こ

れ

に

基

い

て

発

す

る

教

育

委

員

会

規

則

及

び

教

育

委

員

会

の

指

示

に

従

い

、

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

を

管

理

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

郡

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

者

は

、

特

別

の

享

情

が

あ

る

と

き

は

、

も

つ

ば

ら

自

己

に

代

り

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

管

理

の

賓

に

任

ず

べ

き

者

口

以

下

こ

の

章

に

お

い

て

「

管

理

責

任

者

」

と

（文化財保護条例の参考案）

新

所

有

者

は

、

す

み

や

か

に

そ

の

旨

を

教

育

委

員

会

に

届

け

出

な

け

れ

氏

名

若

し

く

は

名

称

又

は

住

所

を

変

更

し

た

と

き

は

、

す

み

や

か

に

そ

の

旨

を

教

育

委

員

会

に

届

汀

出

な

け

れ

は

な

ら

な

い

。

こ

滅

失

、

き

損

等

〉

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

全

部

叉

は

一

部

が

減

失

し

、

若

し

く

は

き

損

し

、

又

は

こ

れ

を

亡

失

し

、

若

し

く

＼

は

盗

み

瑕

ら

れ

た

と

き

は

、

所

有

者

盆

管

浬

責

任

者

が

あ

る

場

合

は

、

そ

の

者

）

は

、

す

み

や

か

に

そ

の

旨

を

教

育

委

員

会

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

記

5在
の

変

更

＞

す

る

と

き

は

、

所

有

者

盆

巨

理

責

任

者

が

あ

る

場

合

は

、

そ

の

者

〕

は

、

あ

ら

か

じ

め

そ

の

旨

を

教

育

委

員

会

に

同

け

出

な

け

れ

は

な

ら

な

い

。

但

し

、

教

育

委

員

会

規

則

の

定

め

る

揚

合

に

は

、

届

出

を

要

せ

ず

f

叉

第
七
条

有

旅

尊

霞

の

趣

旨

に

沿

ぅ

応

の

で

あ

ろ

う

。

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

者

が

変

更

し

た

と

き

は

、

盆

町

有

者

の

変

更

等

〕

に

該

圭

す

る

ふ

の

と

し

て

指

定

の

解

除

を

す

る

の

が

、

所

4
管

理

賓

任

者

に

は

、

第

一

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

な

い

よ

う

な

手

態

に

立

ち

至

っ

た

と

き

は

、

特

殊

の

手

由

い

。

管

理

責

任

者

を

解

任

し

た

場

合

応

、

同

椋

と

す

る

。

し

い

変

更

が

記

り

、

所

有

者

等

の

同

意

が

当

然

予

惣

さ

汎

は

、

す

み

や

か

に

そ

の

旨

を

教

育

委

員

会

に

届

げ

出

た

け

れ

ば

な

ら

な

の

で

、

所

有

者

等

に

お

い

て

、

指

定

の

圭

時

の

手

情

に

著

3
前

項

の

規

定

に

よ

り

管

理

賓

任

者

を

選

定

し

た

と

き

は

、

新

所

有

者

＂じ

墾＂

冨

叶

除
]

詈

規

定

に

よ

り

所

有

者

等

の

同

意

を

要

件

と

し

て

い

る

意

を

指

定

の

要

件

と

し

た

か

ら

で

あ

る

e

取

扱

う

こ

と

が

遥

当

で

あ

る

。

叉

指

定

は

、

第

四

条

第

但

書

の

ご

と

き

規

定

を

置

か

な

い

の

は

、

所

有

者

等

の

同

0二
裟

更

を

除

く

。

]

)

は

、

特

殊

な

華

由

の

う

ち

に

含

め

て

注
⑤

指

定

の

効

力

発

生

時

期

に

つ

き

法

第

二

十

八

条

第

二

項

内

に

所

在

し

な

く

な

っ

た

場

合

二

時

的

な

所

在

の

場

所

注

Cll
都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

が

そ

の

都

道

府

県

の

区

域

ゆ

ん

し

な

い

よ

う

考

慮

し

た

も

の

で

あ

る

。

定

し

た

憲

法

第

二

十

九

条

第

二

項

の

規

定

の

趣

旨

に

む

じ

r

o

 

し

件

と

し

た

の

は

、

財

産

権

の

丙

容

は

法

律

で

定

め

る

と

規

定

有

形

文

化

財

の

指

定

書

を

教

育

委

員

会

に

返

付

し

な

け

れ

は

な

ら

な

言

都

道

府

県

指

定

の

場

合

に

限

り

所

有

者

等

の

同

意

を

要

よ

る

通

知

を

受

け

た

と

き

は

、

所

有

者

は

、

す

み

や

か

に

都

道

府

県

指

形

文

化

財

の

指

定

の

解

除

の

遥

知

を

受

け

た

と

き

及

び

前

項

の

規

定

に

は

、

差

し

支

え

な

い

。

5
 
第

三

讐

準

用

す

る

煎

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

る

都

道

府

県

指

定

有

忍

の

で

な

い

阪

り

、

前

記

以

外

の

呼

癒

を

使

用

す

る

こ

と

者

及

ひ

櫂

原

に

基

く

占

有

者

に

通

知

し

な

け

れ

は

な

ら

な

い

e

J

の

磯

会

に

改

称

さ

れ

る

よ

う

希

茎

す

る

。

も

と

よ

り

固

の

指

定

文

化

財

の

呼

称

に

ま

ぎ

ら

わ

し

い

報

で

告

示

す

ろ

と

と

も

に

、

当

骸

郡

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

4
前

項

の

場

合

に

は

、

教

育

委

員

会

は

、

そ

の

旨

を

都

道

府

県

0
乞

県

孟

指

定

）

霊

要

文

化

財

」

と

呼

称

し

て

い

た

向

き

も

定

有

形

文

化

財

の

指

定

は

、

解

除

さ

れ

た

も

の

と

す

る

。

で

き

る

限

り

避

け

る

た

め

で

あ

り

、

従

来

「

0
0都道府

定

に

よ

る

重

要

文

化

財

の

指

定

が

あ

っ

た

と

き

は

、

当

該

都

道

府

県

指

有

形

文

化

財

す

な

わ

ち

重

要

文

化

財

と

の

誤

解

、

混

用

を

0
3
 
都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

に

つ

い

て

法

第

二

十

七

条

第

一

項

の

規

都

道

府

県

指

定

の

有

形

文

化

財

の

呼

称

と

、

国

の

指

定

の

ま

で

の

規

定

を

準

用

す

る

。

注
国

「

0
0都道府
県

指

定

有

形

文

化

財

」

と

し

た

の

は

ば

な

ら

な

い

。

久

0

2
前

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

の

解

除

に

は

、

節

条

第

一

言

か

ら

第

五

項

育

委

貴

会

は

、

そ

の

指

定

を

解

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

者

に

指

定

書

を

交

付

し

な

け

れ

し

て

の

価

値

を

失

っ

た

場

合

そ

の

他

特

殊

の

等

由

が

あ

る

と

き

は

、

教

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

し

た

と

食

は

、

教

育

委

員

会

は

、

当

第

五

条

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

が

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

と

(43) C 42) 



（文化財保護条例の参考案）

（文化財保護条例の参考案）

2
 

4
 

都

道

府

県

の

区

域

外

へ

の

移

動

に

つ

い

て

、

許

可

制

を

と

ら

れ

て

い

る

向

き

も

あ

る

よ

う

で

あ

る

が

、

所

有

権

の

制

限

と

し

て

行

過

ぎ

の

感

が

あ

る

の

で

、

こ

の

よ

う

な

条

項

は

削

除

さ

れ

る

こ

と

が

適

当

で

あ

る

。

な

お

、

す

で

に

補

助

金

を

交

付

し

た

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

が

都

道

府

県

の

区

域

外

に

移

動

す

る

場

合

は

、

有

償

譲

渡

の

場

合

が

多

い

と

考

え

ら

れ

る

の

で

、

第

十

三

条

の

規

定

に

よ

り

納

付

金

を

納

付

さ

せ

る

こ

と

は

、

も

と

よ

り

可

能

で

あ

る

。

（

管

理

叉

は

修

理

の

補

助

）

第

十

条

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

管

理

叉

は

修

理

に

つ

き

多

額

の

経

費

を

要

し

、

所

有

者

が

そ

の

負

担

に

堪

え

な

い

場

合

そ

の

他

特

別

の

華

情

が

あ

る

場

合

に

は

、

都

道

府

県

は

、

そ

の

経

費

の

一

部

に

充

て

さ

せ

る

た

め

、

当

該

所

有

者

に

対

し

、

予

算

の

範

囲

内

で

補

助

金

を

交

付

助

の

条

件

と

し

て

管

理

叉

は

修

理

に

関

し

必

要

な

華

項

を

指

示

す

る

と

と

も

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

管

理

叉

は

修

理

に

つ

い

て

指

揮

監

督

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

盆

補

助

金

の

返

還

等

＞

県

の

負

担

と

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

前

項

の

規

定

に

よ

り

都

道

府

県

が

費

用

の

全

部

叉

は

一

部

を

負

担

す

る

場

合

に

は

、

第

十

条

第

一

一

項

及

び

前

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

注

管

理

叉

は

修

理

に

つ

い

て

命

令

制

度

を

設

け

、

罰

則

を

も

つ

て

強

制

す

る

こ

と

は

、

条

例

に

よ

る

制

限

と

し

て

は

不

適

当

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

の

で

、

こ

の

よ

う

な

命

令

制

度

は

設

け

て

い

な

い

。

G有
償

譲

渡

の

場

合

の

納

付

金

]

第

十

一

l
一

条

都

道

府

県

が

修

理

叉

は

管

理

に

関

し

必

要

な

措

置

Q

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

修

理

等

」

と

い

う

。

）

に

つ

き

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

補

助

金

を

交

付

し

、

叉

は

前

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

費

用

を

負

担

し

た

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

そ

の

当

時

に

お

け

る

所

有

者

叉

は

そ

の

相

続

人

、

受

遣

者

若

し

く

は

受

贈

者

合

以

下

こ

の

条

に

お

い

て

「

所

有

者

等

」

と

い

う

。

）

は

、

補

助

叉

は

費

用

負

担

に

係

る

修

理

等

が

行

わ

れ

た

後

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

を

有

償

で

譲

り

渡

し

た

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

補

助

金

叉

は

負

担

金

の

額

の

合

計

額

か

ら

当

骸

修

理

等

が

行

わ

れ

た

後

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

修

理

等

の

た

め

自

己

の

贅

し

た

金

額

を

控

除

し

て

得

た

金

額

を

都

道

府

県

に

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

前

項

に

規

定

す

る

「

補

助

金

叉

は

負

担

金

の

額

」

と

は

、

補

助

金

叉

に

要

す

る

費

用

は

、

予

算

の

範

囲

内

で

そ

の

全

部

叉

は

一

部

を

都

道

府

ヽ

2
前

項

の

補

助

金

を

交

付

す

る

場

合

に

は

、

教

育

委

員

会

は

、

そ

の

補

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

注

誌

所

在

の

場

所

を

変

更

し

た

後

届

け

出

る

こ

と

を

も

つ

て

足

り

る

。

3
 

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

現

状

を

変

更

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

教

育

委

員

会

の

許

可

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

但

し

、

教

育

委

員

会

規

則

の

定

め

る

範

囲

の

維

持

の

措

置

を

す

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

可

の

条

件

と

し

て

同

項

の

現

状

の

変

更

に

関

し

必

要

な

指

示

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
第

一

項

の

許

可

を

受

け

た

者

が

前

項

の

許

可

の

条

件

に

従

わ

な

か

つ

た

と

き

は

、

教

育

委

員

会

は

、

許

可

に

係

る

現

状

の

変

更

の

停

止

を

命

じ

、

叉

は

許

可

を

取

り

消

す

こ

と

が

で

き

る

。

2
教

育

委

員

会

は

、

前

項

の

許

可

を

与

え

る

場

合

に

お

い

て

、

そ

の

許

第

十

四

条 盆

現

状

変

更

の

制

限

）

(45) 

3
 

第

十

一

条

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

補

助

金

の

交

付

を

受

け

る

所

有

者

が

左

の

各

号

の

一

に

該

当

す

る

に

至

っ

た

と

ぎ

は

、

都

道

府

県

は

、

当

竪

補

助

金

の

全

部

若

し

く

は

一

部

を

交

付

せ

ず

、

叉

は

当

該

所

有

者

に

対

し

す

で

に

交

付

さ

れ

た

補

助

金

の

全

部

若

し

く

は

一

部

の

返

還

を

命

ず

る

こ

と

が

で

き

る

。

管

理

又

は

修

理

に

関

し

条

例

、

規

則

叉

ほ

教

育

委

員

会

規

則

に

違

反

し

た

と

き

。
補

助

金

の

交

付

を

受

け

た

目

的

以

外

の

目

的

に

補

助

金

を

使

用

し

箪

管

理

叉

は

修

理

に

関

す

る

勧

告

）

第

十

二

条

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

管

理

が

遥

当

で

な

い

た

め

当

葛

霊

府

県

指

定

有

形

文

化

財

が

滅

失

し

、

恙

損

し

、

叉

は

盗

み

取

ら

れ

る

虞

が

あ

る

と

認

め

る

と

ぎ

は

、

数

育

委

員

会

は

、

所

有

者

叉

は

管

理

責

任

者

に

対

し

、

管

理

方

法

の

改

善

、

保

存

施

設

の

設

置

そ

の

他

管

理

に

関

し

必

要

な

措

置

を

勧

告

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

が

ぎ

損

し

て

い

る

場

合

に

お

い

て

、

そ

有

者

に

対

し

、

そ

の

修

理

に

つ

い

て

必

要

な

勧

告

を

す

る

こ

と

が

で

き

前

一

＿

項

の

規

定

に

よ

る

勧

告

に

基

い

て

す

る

措

置

叉

は

修

理

の

た

め

は

負

担

金

の

額

を

、

補

助

叉

は

費

用

負

担

に

係

る

修

理

等

を

施

し

た

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

に

つ

き

教

育

委

員

会

が

定

め

る

耐

用

年

数

で

除

し

て

得

た

金

額

に

、

さ

ら

に

当

該

耐

用

年

数

か

ら

修

理

等

を

行

っ

た

時

以

後

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

譲

渡

の

時

ま

で

の

年

数

を

控

除

し

た

残

余

の

年

数

2
年

に

満

た

な

い

部

分

が

あ

る

と

き

は

、

こ

れ

を

切

り

捨

て

る

。

）

を

乗

じ

て

得

た

金

額

に

相

当

す

る

金

額

と

す

る

。

3
．

補

助

叉

は

費

用

負

担

に

係

る

修

理

等

が

行

わ

れ

た

後

、

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

を

都

道

府

県

に

譲

り

渡

し

た

場

合

そ

の

他

特

別

の

審

情

が

あ

る

場

合

に

は

、

都

道

府

県

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

納

付

す

べ

き

金

額

の

全

部

叉

は

一

部

の

納

付

を

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

る

。 の

保

存

の

た

め

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

教

育

委

員

会

は

、

所

2
 

前

条

第

二

項

の

補

助

の

条

件

に

従

わ

な

か

っ

た

と

き

。

た

と

き

。

(44) 
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財

こ

法

第

五

十

六

条

の

＿

―

-

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

霊

要

無

形

文

化

財

に

財

と

し

て

の

価

値

を

失

っ

た

場

合

そ

の

他

特

殊

の

享

由

が

あ

る

と

き

第

＝

十

条

＂指

定

）

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

の

区

域

内

に

存

す

る

無

形

文

化

第

十

五

条

は

、

所

有

者

は

あ

ら

か

じ

め

そ

の

旨

を

教

育

委

員

会

に

届

け

出

な

け

れ

は

な

ら

な

い

。

但

し

、

第

十

条

第

二

虫

の

規

定

に

よ

る

熊

助

金

の

交

付

、

第

十

二

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

勧

告

又

は

前

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

許

可

を

受

け

て

修

理

を

行

う

場

合

は

、

こ

の

限

，

り

で

な

い

。

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

保

護

上

必

要

が

あ

る

と

惚

め

る

と

ぎ

は

、

教

育

委

員

会

は

、

前

詈

届

出

に

係

る

修

理

に

関

し

披

術

的

な

据

第

十

六

条

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

者

に

対

し

、

六

月

以

内

の

期

間

を

限

つ

て

、

教

育

委

員

会

の

行

う

公

閉

の

用

に

供

す

る

た

め

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

を

出

品

＇

す

る

こ

と

を

勧

告

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

者

に

対

し

、

三

月

以

因

の

類

間

を

限

つ

て

r
当

該

部

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

公

閉

を

勧

告

す

る

こ

と

が

で

ぎ

る

。

雙

項

の

規

定

に

よ

る

出

品

の

た

め

に

要

す

る

費

用

は

、

都

道

府

県

の

負

担

と

し

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

公

開

の

た

め

に

要

す

る

費

用

は

、

予

算

の

範

囲

内

で

そ

の

全

部

叉

は

一

部

を

都

道

府

県

の

貧

坦

と

す

る

こ

お

い

て

も

こ

れ

を

避

け

て

い

る

の

で

条

例

に

お

い

て

も

こ

れ

を

規

定

し

な

い

方

が

よ

い

と

思

わ

れ

る

。

盆

切

有

者

変

更

に

伴

う

椀

利

義

務

の

承

継

〕

前

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

公

開

の

場

合

を

除

き

、

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

在

の

場

所

を

変

更

し

て

こ

れ

を

公

衆

の

観

甕

に

供

す

る

た

め

第

九

条

の

規

定

に

よ

る

届

出

が

あ

っ

た

楊

合

に

は

、

前

に

よ

る

所

有

者

の

居

出

、

所

有

者

に

対

す

る

指

示

に

よ

っ

て

指

定

さ

れ

た

も

の

を

除

く

。

〕

の

う

ち

都

道

府

県

に

と

つ

て

重

要

な

も

の

を

0
0都道府
県

指

定

無

形

文

化

財

口

以

下

「

都

道

府

県

指

定

無

形

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

叉

は

前

項

の

規

定

に

よ

る

認

定

を

す

る

に

は

、

教

育

委

員

会

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

別

に

定

め

る

文

化

財

専

門

委

員

の

意

見

を

聞

く

も

の

と

す

る

。

第

二

虫

の

奨

定

に

よ

る

指

定

は

、

そ

の

旨

を

都

道

府

県

〇

公

）

報

で

告

示

す

る

と

と

忠

に

、

当

該

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

保

持

者

と

第

二

十

一

条

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

が

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

盆
解

除

）

第

三

章

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

を

準

用

す

る

。

な

ら

な

い

。

6
 

前

項

の

規

定

に

よ

る

追

加

寇

定

に

は

、

第

三

項

及

び

第

四

項

の

規

定

財

の

引

渡

と

同

時

に

そ

の

指

定

書

を

新

所

有

者

に

引

き

渡

さ

な

け

れ

ば

認

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

2
前

項

の

場

合

に

は

、

旧

所

有

者

は

、

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

足

り

る

者

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

そ

の

者

を

保

持

者

と

し

て

追

加

旧

所

有

者

の

椛

利

義

務

を

洒

継

す

る

。

も

、

当

該

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

保

持

者

と

し

て

認

定

す

る

に

例

に

基

い

て

す

る

教

育

委

員

会

の

勧

告

、

指

示

そ

の

他

の

処

分

に

よ

る

5
教

育

委

員

会

は

、

第

一

項

の

蜆

定

に

よ

る

指

定

を

し

た

後

に

お

い

て

は

、

新

所

有

者

は

、

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

に

関

し

こ

の

条

し

て

認

定

し

よ

う

と

す

る

者

に

通

知

し

て

す

る

。

第

十

九

条

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

者

が

変

更

し

た

と

き

4
 

注

指

定

の

た

め

の

強

制

闘

査

櫂

を

規

定

す

る

こ

と

は

、

法

に

0
9
 

含

報

告

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

ょ、
0

t
t
 

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

現

状

叉

は

管

鰹

若

し

く

は

修

理

の

状

況

に

つ

当

骸

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

保

持

者

を

認

定

し

な

け

れ

ば

な

ら

県

指

定

有

形

文

化

財

の

所

有

者

叉

は

管

理

責

任

者

に

対

し

、

当

該

都

道

C

l

 

教

育

委

員

会

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

す

る

に

当

つ

て

は

、

第

十

八

条

教

育

委

員

会

は

、

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

都

道

府

文

化

財

」

と

い

う

。

）

に

指

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（＇闘
J
h
-
"
 

査

]

閲

扱

的

に

処

笠

す

る

ぶ

の

と

し

た

の

で

あ

る

3

”
F
 

『

「

一

'

i

t

:1
点旦
9

t

麿

と

が

で

き

る

。

に

よ

っ

て

晏

制

す

る

必

要

性

は

、

比

較

的

薄

い

の

で

、

本

条

注

第

三

者

に

よ

る

公

開

を

法

第

王

十

一

ー

一

条

の

ご

と

く

許

可

制

oi-

条

第

六

顎

の

規

定

を

準

用

す

る

。

9

]

 

第

十

七

条

貪

公

開

）

導

と

助

言

を

与

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

?

]

 

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

を

修

理

し

よ

う

と

す

る

と

ぎ

(

9
修

理

の

国

出

等

〕

第

一

項

叉

は

第

一

＿

項

の

規

定

に

よ

り

出

品

し

、

叉

は

公

関

し

た

こ

と

に

起

因

し

て

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

か

減

失

し

、

叉

は

d

5
損

し

た

と

き

は

、

都

道

府

県

は

、

所

有

者

に

対

し

、

通

常

生

ず

べ

き

損

害

を

補

償

す

る

。

但

し

、

所

有

者

の

賓

に

帰

す

べ

き

享

由

に

よ

っ

て

滅

失

し

、

叉

は

き

損

し

た

湯

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

7 
と

が

で

き

る

。

6
 

都

道

府

県

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

出

品

し

た

所

有

者

に

対

し

、

絵

与

金

を

支

給

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

教

育

委

員

会

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

が

出

品

さ

れ

た

と

き

は

、

そ

の

警

貝

の

う

ち

か

ら

当

該

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

管

理

の

責

に

圧

ず

べ

き

者

を

定

め

な

け

れ

は

な

ら

な

、0
‘_̀
 言

委

員

会

は

、

第

二

詈

規

定

に

よ

る

歪

関

及

ひ

当

該

公

開

に

係

る

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

の

管

理

に

関

し

必

要

な

指

示

を

す

る

こ

U
J
 4
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2
 

7
 

な

い

。

民

俗

資

料

公

都

道

府

県

指

定

民

俗

資

料

の

指

定

）

第

二

十

六

条

第

一

＿

十

七

条

盆

都

道

府

県

指

定

民

俗

資

料

の

指

定

の

解

除

）

都

道

府

県

指

定

民

俗

資

料

が

都

道

府

県

指

定

民

俗

資

料

と

6
 

5
 
4
 

2
 

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

の

区

域

内

に

存

す

る

有

形

の

民

俗

査

料

盆

法

第

五

十

六

条

の

十

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

重

要

民

俗

資

料

に

指

定

さ

れ

た

も

の

を

除

く

。

）

3
 

な

も

の

を

0
0都道府
県

指

定

民

俗

資

料

C
以

下

「

都

道

府

県

指

定

民

俗

資

料

」

と

い

う

。

）

前

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

に

は

、

第

四

条

第

一

＿

項

か

ら

第

六

項

ま

で

の

規

定

を

準

用

す

る

。

第

四

章

保

持

者

が

心

身

の

故

障

の

た

め

保

持

者

と

し

て

適

当

で

な

く

な

っ

た

と

認

め

ら

れ

る

場

合

そ

の

他

特

殊

の

華

由

が

あ

る

と

き

は

、

教

育

委

員

会

は

、

そ

の

認

定

を

解

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

の

解

除

叉

は

前

項

の

規

定

に

よ

る

認

定

の

解

除

は

、

そ

の

旨

を

都

道

府

県

0公）
報

で

告

示

す

る

と

と

も

に

、

当

該

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

保

持

者

に

通

知

し

て

す

る

。

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

の

解

除

叉

は

第

一

一

項

の

規

定

に

よ

る

認

定

の

解

除

に

は

、

前

条

第

三

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

に

つ

い

て

法

第

五

十

六

条

の

＝

―

-

第

一

項

．

の

規

定

に

よ

る

重

要

無

形

文

化

財

の

指

定

が

あ

っ

た

と

き

は

、

当

該

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

指

定

は

、

解

除

さ

れ

た

も

の

と

す

る

。

前

項

の

場

合

に

は

、

教

育

委

員

会

は

、

そ

の

旨

を

都

道

府

県

（

公

）

報

で

告

示

す

る

と

と

も

に

、

当

該

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

保

持

者

と

し

て

、

認

定

さ

れ

て

い

た

者

に

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

保

持

者

が

死

亡

し

た

と

き

は

、

保

持

者

の

認

定

は

解

除

さ

れ

た

も

の

と

し

て

保

持

者

の

す

べ

て

が

死

亡

し

た

と

き

は

、

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

指

定

は

解

除

さ

れ

た

も

の

と

す

る

。

こ

の

場

合

に

は

、

教

育

委

員

会

は

、

そ

の

旨

を

都

道

府

県

G公）
報

で

告

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

盆

保

持

者

の

氏

名

変

更

等

）

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

‘

盆

保

存

に

関

す

る

助

言

叉

は

勧

告

）

第

二

十

五

条

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

保

持

者

そ

の

他

そ

の

保

存

に

当

る

こ

と

を

適

当

と

認

め

る

者

に

対

し

、

そ

の

保

存

の

た

め

必

要

な

助

言

叉

は

勧

告

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

以

外

の

無

形

文

化

財

に

つ

い

て

法

第

五

十

六

条

の

九

の

ご

と

き

そ

の

記

録

の

作

成

等

に

関

す

る

規

定

を

設

け

な

か

っ

た

の

は

、

国

の

場

合

と

異

な

り

都

道

府

県

の

場

合

に

は

、

こ

の

よ

う

な

制

度

を

特

に

設

け

る

必

の

う

ち

都

道

府

県

に

と

つ

て

重

要

に

指

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

要

が

少

な

い

と

思

わ

れ

る

か

ら

で

あ

る

。

注

”
 

、

'

ふ

｀
嘉
賛
，
t

è'つ4

は

、

教

育

委

員

会

は

、

そ

の

指

定

を

解

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

2
 

裕

資

料

盆

法

第

五

十

六

条

の

十

八

で

準

用

す

る

法

第

五

十

九

条

の

九

の

第
一
—+
l一
条
保

持

者

が

氏

名

若

し

く

は

住

所

を

変

更

し

、

又

は

死

亡

し

た

と

き

、

そ

の

他

教

育

委

員

会

規

則

の

定

め

る

華

由

が

あ

る

と

き

は

、

保

持

者

叉

は

そ

の

相

続

人

は

、

す

み

や

か

に

そ

の

旨

を

教

育

委

員

会

に

第

二

十

三

条

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

保

存

の

た

め

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

に

遥

当

と

認

め

る

者

に

対

し

、

そ

の

保

存

に

要

す

る

経

費

の

一

部

を

予

算

の

範

囲

内

で

補

助

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

前

項

の

規

定

に

よ

り

補

助

金

を

交

付

す

る

場

合

に

は

、

第

十

条

第

二

第

二

十

四

条

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

保

持

者

に

対

し

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

公

開

を

、

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

記

録

の

所

有

者

に

対

し

そ

の

記

録

の

公

開

を

勧

告

す

る

こ

と

が

で

ぎ

る

。

前

項

の

場

合

に

は

、

第

十

六

条

第

三

項

及

び

第

六

項

の

規

定

を

、

前

詈

規

定

に

よ

り

公

開

し

た

こ

と

に

起

因

し

て

当

該

都

道

府

県

指

定

無

形

文

化

財

の

記

録

が

滅

失

し

、

叉

は

ぎ

損

し

た

場

合

に

は

、

同

条

第

七

し

て

の

価

値

を

失

っ

た

場

合

そ

の

他

特

殊

の

華

由

が

あ

る

と

き

は

、

教

育

委

員

会

は

、

そ

の

指

定

を

解

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

2
都

道

府

県

指

定

民

俗

賽

料

に

つ

い

て

法

第

五

十

六

条

の

十

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

重

要

民

俗

資

料

の

指

定

が

あ

っ

た

と

ぎ

は

、

当

該

都

道

府

県

指

定

民

俗

資

料

の

指

定

は

、

解

除

さ

れ

た

も

の

と

す

る

。

3
 
第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

の

解

除

に

は

、

第

五

条

第

一

一

項

及

び

第

五

項

の

規

定

を

、

前

項

の

場

合

に

は

、

第

五

条

第

四

項

及

び

第

五

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

盆

都

道

府

県

指

定

民

俗

賽

料

の

現

状

変

更

]

第

一

＿

十

八

条

者

は

、

あ

ら

か

じ

め

そ

の

旨

を

教

育

委

員

会

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

都

道

府

県

指

定

民

俗

賽

料

の

現

状

を

変

更

し

よ

う

と

す

る

都

道

府

県

指

定

民

俗

資

料

の

保

護

上

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

教

育

委

員

会

は

、

前

項

の

届

出

に

係

る

現

状

の

変

更

に

関

し

必

要

な

指

示

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

盆

都

道

府

県

指

定

民

俗

資

料

に

関

す

る

準

用

規

定

）

第

二

十

九

条

第

六

条

か

ら

第

十

―

―

一

条

ま

で

及

び

第

十

五

条

か

ら

第

十

九

条

ま

で

の

規

定

は

、

都

道

府

県

指

定

民

俗

資

料

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

盆

無

形

の

民

俗

資

料

の

記

録

の

作

成

等

）

第

三

十

条 2
 

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

の

区

域

内

に

存

す

る

無

形

の

民

C 49) 

G
公

開

）

項

及

び

第

十

一

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

2
 

適

当

な

措

置

を

行

い

、

又

は

保

持

者

そ

の

他

そ

の

保

存

に

当

る

こ

と

を

つ

い

て

自

ら

記

録

の

作

成

、

伝

承

者

の

養

成

そ

の

他

そ

の

保

存

の

た

め

G
保

存
＞

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

C 48) 



（文化財保謹条例0..J参考案）

注

標

識

等

の

餃

慨

は

、

保

存

の

た

め

の

管

廻

で

あ

る

の

で

、

第

三

十

六

条

で

準

用

さ

れ

る

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

補

助

金

の

交

付

が

可

能

で

記

る

＇

‘

（

土

地

の

所

在

等

の

異

動

の

屈

出

]

)

第

三

十

四

条

都

道

府

原

指

定

史

跡

名

肪

天

然

記

念

物

の

指

定

地

域

内

の

土

地

に

つ

い

て

、

そ

5＿
土

地

の

所

在

、

地

香

、

地

目

叉

は

地

積

に

異

動

が

あ

っ

た

と

き

は

、

所

有

者

0
第

三

十

六

条

で

準

用

す

る

第

六

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

選

任

し

た

管

廻

責

任

者

が

あ

る

楊

合

は

、

そ

の

者

）

は

、

す

み

や

か

に

そ

の

旨

を

教

育

委

員

会

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

公

玩

状

変

更

等

の

制

限

〕

第

一

＝

十

五

条

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

肱

天

然

記

念

物

に

関

し

そ

の

現

状

を

変

更

し

、

叉

は

そ

の

保

存

に

影

饗

を

及

げ

す

行

為

を

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

教

育

委

員

会

の

許

可

を

受

け

な

け

れ

は

な

ら

な

い

。

但

し

、

現

状

変

更

に

つ

い

て

は

教

育

委

賃

会

規

則

の

定

め

る

範

囲

の

維

持

の

措

置

を

す

る

場

合

、

保

存

に

影

薯

を

及

ほ

す

行

為

に

つ

い

て

は

影

響

の

軽

微

で

あ

る

塙

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

2
前

項

の

規

定

に

よ

る

許

可

を

与

え

る

場

合

に

は

、

第

十

四

条

第

二

項

及

び

第

三

項

の

視

定

を

準

用

す

る

。

扇

用

規

定

]

)

第

一

―

―

十

六

条

第

六

条

か

ら

第

八

条

ま

で

、

第

十

条

か

ら

第

十

三

条

ま

で

、

屈

喝

十

五

条

、

第

十

八

条

及

び

第

十

九

条

第

一

項

の

蜆

定

は

、

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

第

六

章

補

則

二

旅

行

規

則

）

偏

.
-
T
I「
-
「
T

『

il
.

*

r

・

-
J

-m目
fm
"

1

1

,

'

9

,

.

'

!

ぐ

,1），ー
',1l,1ぃ＇，．，：・『、

9,9

gy 

注
は

、

史

跡

名

勝

天

然

詑

念

物

の

呼

称

が

一

般

名

詞

に

近

い

た

他

の

施

設

を

設

慨

す

る

忠

の

と

す

る

。

「

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

」

に

ン一つ

し、

て

の

蒻

定

を

準

川

す

る

。

2
前

項

の

規

定

に

よ

ろ

指

定

に

は

、

第

四

条

第

二

項

か

ら

第

五

項

ま

で

第

三

十

三

条

天
然
記
念
物
」
と
総
称
す
る
。
]
~
に

摺

定

す

る

こ

と

が

で

き

ろ

3

盆

犀

職

等

の

設

置

）

0
0都道府
県

指

定

天

然

記

念

物

（

以

下

「

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

勝

第

三

十

一

条

教

育

委

員

会

は

、

都

道

府

県

の

区

域

内

に

存

す

る

記

念

物

公

法

第

六

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

史

跡

r
名

勝

叉

は

天

然

記

念

物

に

指

定

さ

れ

た

も

の

を

除

く

。

〕

の

う

ち

部

道

府

県

に

と

つ

ご

重

要

な

応

の

を

0
0都道府
屎

指

定

史

跡

、

0
0都道府
県

指

定

名

膀

叉

は

孟

指

定
い

第

五

章

都

道

府

県

摺

定

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

二

項

及

ひ

第

4
1
一

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

3
 

（文化財保瞑条例の参考案）

2 
料

の

公

開

若

し

く

は

そ

の

記

録

の

作

成

、

保

存

若

し

く

は

公

開

に

要

す

規

定

に

よ

り

文

化

財

保

護

委

員

会

が

選

択

し

た

も

の

を

除

く

。

）

ち

特

に

必

要

の

あ

る

も

の

を

選

択

し

て

、

自

ら

そ

の

記

録

を

作

成

し

、

保

存

し

、

若

し

く

は

公

開

し

r
叉

は

適

当

な

者

に

対

し

、

当

該

民

俗

資

る

経

費

の

一

部

を

千

算

の

鹿

囲

内

で

補

助

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

前

項

の

規

定

に

よ

る

選

択

を

す

る

に

は

、

教

育

委

員

会

は

、

あ

ら

か

じ

め

、

別

に

定

め

る

文

化

財

専

門

委

員

の

意

見

を

聞

く

も

の

と

す

る

。

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

補

助

金

を

交

付

す

る

場

合

に

は

、

第

十

条

第

＇ 乞
う

3
 

?
,
I
 

な

呼

称

を

見

出

し

難

い

の

で

、

あ

り

、

よ

り

適

当

な

呼

称

が

あ

れ

ば

、

そ

れ

に

よ

る

こ

と

第

三

十

二

条

史

跡

名

豚

天

然

記

念

物

と

し

て

の

価

値

を

失

っ

た

楊

合

そ

の

他

特

殊

の

華

由

が

あ

る

と

き

は

、

教

育

委

員

会

は

、

そ

の

指

定

を

解

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

に

つ

い

て

法

第

六

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

史

跡

r
名

勝

又

は

天

然

記

念

物

の

指

定

が

あ

っ

た

と

き

は

、

当

該

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

の

指

定

は

、

解

除

さ

れ

た

心

の

と

す

る

C

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

の

解

除

に

は

、

第

五

条

第

二

項

の

規

定

を

、

前

項

の

坦

合

に

は

、

第

五

条

第

四

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

膀

天

然

記

念

物

の

所

有

者

は

、

教

育

委

員

会

規

則

の

定

め

る

基

準

に

よ

り

、

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

勝

天

r

、・

然

記

念

物

の

管

現

に

必

要

な

標

識

、

説

朗

板

、

境

界

標

、

囲

さ

く

そ

の

第

一

二

十

七

条

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

菩

項

は

』

3

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

。

注

本

条

に

い

う

「

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

手

項

」

と

は

、

条

例

の

施

行

に

開

し

必

要

な

華

項

で

あ

る

限

り

、

法

食

条

例

に

違

反

せ

ず

、

且

つ

、

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

ら

る

範

囲

内

の

華

項

で

あ

れ

は

、

法

第

十

王

条

第

一

項

の

塙

合

の

よ

り

な

手

続

的

李

項

の

み

に

限

定

さ

れ

る

こ

と

は

な

い

第

七

章

罰

則

〔

刑

罰

〕

第

三

十

八

条

都

道

府

県

指

定

有

形

文

化

財

を

損

壊

し

、

釘

霙

し

、

叉

は

隠

匿

し

た

者

は

、

一

万

円

以

下

の

罰

金

又

は

科

料

に

処

す

る

。

第

三

十

九

条

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

の

現

状

を

変

更

し

、

文

は

そ

の

保

存

に

影

響

を

及

ぼ

す

行

為

を

し

て

、

こ

れ

を

滅

失

し

、

き

損

し

叉

は

衰

亡

す

る

に

至

ら

し

め

た

者

は

、

一

万

円

以

下

の

罰

言

し

く

は

科

料

に

処

す

る

。

第

四

十

条

法

人

の

代

表

者

叉

は

法

入

若

し

く

は

人

の

代

理

人

、

使

用

人

そ

の

他

の

従

業

者

が

そ

の

法

入

叉

は

入

の

業

務

叉

は

財

産

の

管

理

に

関

し

て

、

前

一

一

条

の

違

反

行

為

を

し

た

と

き

は

、

そ

の

行

為

者

を

罰

す

る

外

、

そ

の

法

人

叉

は

人

に

対

し

、

各

本

条

の

罰

金

荊

を

科

す

る

。

附

則

こ

の

条

例

は

、

昭

和

年

月

日

か

ら

旅

行

す

る

。

注

指

定

名

称

の

変

更

、

屈

出

制

の

許

可

制

へ

の

変

更

、

罰

則

の

変

更

等

に

つ

い

て

は

当

然

附

則

に

お

い

て

経

過

規

定

を

餃

け

る

必

要

が

あ

る

が

、

こ

れ

に

つ

い

て

は

文

化

財

保

襲

法

及

び

同

法

の

改

正

法

律

の

附

則

等

を

参

照

し

て

措

置

さ

れ

た

い

都

道

府

県

指

定

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

が

都

道

府

県

指

定

為虎

除
]

は

、

も

と

よ

り

差

し

支

え

な

い

。

の

よ

う

な

国

の

指

定

の

も

の

と

の

誤

解

混

用

を

避

け

る

適

圭

一

応

こ

の

呼

称

と

し

た

の

で

め

、

都

道

府

県

指

定

の

も

の

に

つ

い

て

有

形

文

化

財

の

場

合
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九
月
ほ
台
風
ジ
）
デ
ハ
ジ
。
今
年

ぇ

三

号

に

つ

づ

く

一

喜

台

風

後
一
｀
中
国
は
予
想
外
に
大
き
く
p
1

1

9

―
災
者
の
方
々
に
は
心
か
ら
御
同
惰
＇
を
申

し
記
げ
だ
{
,
,
'

属租
中
で
も
、
二
六
日
夜
幻
闇
爺
丸
沈
役

ハ
畜
手
は
、
海
難
史
上
記
録
的
な
事
件
と
し

て
、
批
界
を
驚
か
せ
た
こ
と
で
し
た
Q
平
時
の

遣
雖
で
世
界
的
に
景
も
有
名
な
の
は
、
一
九
一

一
一
年
二
大
正
元
年
ノ
四
月
の
大
西
洋
で
の
嗅

I

船
ク
イ
タ
ニ
ッ
タ
E

―
ウ
が
氷
山
に
狐
突
し
て
北
役

し
た
享
件
で
あ
り
、
菜
客
l

f
天

0
0
人
余
が

死
亡
し
た
そ
う
で
、
こ
の
ほ
か
に
は
濶
爺
丸
の

壱
難
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
享
故
は
な
か
っ
た
と

ぃ
九
亨
琴
り
、
数
多
く
C
J
犠
牲
者
に
対
し
p

心
か
区
御
冥
、
侶
を
お
祈
幻
申
し
あ
げ
手
す
、
J

澗
爺
丸
の
い
た
ま
し
い
惨
酌
＇
〕
，
あ
っ
た
ち
ょ

ら
ど
そ
の
調
＇
、
吉
田
首
相
は
羽
田
空
港
を
飛
び

立
ち
、
米
英
な
ど
七
カ
国
隈
訪
の
外
遊
に
窟
晶

立
ー
＇
、
そ
し
て
同
日
い
夜
，
刀
に
琴
早
蘭
に
か
け

て
い
り
、
、
印
共
廿
特
に
よ
る
各
党
中
共
祝
察
武
負

I
」
-

1

行
が
、
や
は
り
ぷ
田
ヵ
ち
空
路
香
涜
に

向
げ
出
発
し
、
ま
た
、
元
軍
人
な
ど
五
六
六
名

い
第
八
次
r
j
l
共
引
褐
者
が
、
二
七
E
l
]

昼
、
興

安
丸
で
舞
鵡
に
漏
つ
て
き
ま
し
た
9

1

1

Jい

□
日

間
げ
、
悲
し
ぶ
と
喜
び
の
交
錯
で
、
伺
と

9
わ

竺
立
し
か
っ
た
こ
と
で
し
よ
り
J

:
•
へ
し
，
；

．．
 
，
 
．．．． 

0
本
号
で
は
、
前
弓
に
引
き
つ
づ
き
、
行
政
餌

泌
に
つ
い
て
、
解
況
を
加
え
ま
し
た
ぃ
＿
則
号
と

と
心
に
御
利
用
願
い
ま
す
3

ま
た
、
本
絆
四
月

一
日
現
在
を
も
つ
て
文
部
省
が
胴
査
し
た
公
民

銅
の
実
態
に
つ
い
て
主
管
課
か
ら
寄
稿
を
願
い

ま
し
た
3

社
会
教
育
の
中
心
的
施
院
と
し
て
大

き
ぽ
使
命
を
果
し
て
い
る
公
民
撃
が
、
平
々
向

じ
の
信
向
を
た
ど
つ
C
い
る
こ
と
は
喜
は
し
い

限
り
で
記
り
、
今
後
の
一
層
の
発
腿
を
聞
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

0
社
会
教
育
や
学
餃
教
育
に
重
要
な
影
薯
を
及

は
す
教
育
映
圃
等
履
叫
幻
麿
両
・
絨
し
ば
い
]

乙
審
査
は
、
今
ま
て
「
教
育
映
揺
等
審
査
規

店
」
に
よ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
そ

の
全
文
を
改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ
れ
ま
し
た

0
で
、
こ
の
機
会
に
、
い
か
な
る
規
準
に
よ
っ

て
、
教
育
映
阿
等
』
薔
査
が
行
わ
仇
て
い
る
か

を
況
閏
い
た
し
ま
し
た
）

0
文
化
財
保
護
委
負
庭
で
i
y
,
、
最
虹
、
文
化
財

保
拠
条
例
の
参
考
案
を
作
成
し
、
都
道
府
県
に

そ
の
チ
竺
フ
ル
少
示
し
ま
し
た
0
で
、
．
本
誌
に

も
こ

c閃
係
者

n
御
参
考
に
供
し

教育委賃会月乾塁［言l¥1EJ8818 
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報

東

r
し
戸
L

;~’~,_., 

主
し
竺

ロ
鳳
―
か
ら
「
二
、
い
動
ぎ
」

び
設
‘
げ
ま
し
た
が
｝
も
．
今
回
は
r

中
出

会
、
地
方
制
度
胴
査
会
と
も
に
特
追
す
ぺ

項
か
な
い
の
で
次
号
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
か
ら
御
了
承
願
い
ま
す
で
』

0
末
尾
の
部
道
府
某
教
育
委
員
名
嘉
は
、
本
手

七
月
一
日
現
缶
の
翌
掌
で
す
が
、
末
報
告
0
県

ぶ
一
『
三
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
の
賢

料
で
袖
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
調
査
時
以
後
に
異

閲

報

喜

5
っ
た
と
こ
ろ
は
、
時
間
の
ゆ
る
す

眼
り
、
訂
正
を
加
え
て
お
い
た
こ
と
を
お
こ
と

わ
り
し
て
お
き
ま
す
。
（
編
集
子

S
'
)
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